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緒 言

顎 口腔領域 の外傷,腫 瘍,奇 型の術後患者 は,口

腔粘膜の欠損 あるいは瘢 痕拘縮 によ り審美的,機 能

的障害の生ず る場合が多 く,ひ いては歯科 的処置 ま

た顎 口腔領域 の発育が障害 され る.こ のよ うな症例

に対 し,口 腔粘膜の欠損部 を補填す る方 法 として遊

離皮膚移植または粘 膜移 植 が行 わ れて きた1～51).

最初の 口腔領域への植皮術としては, 1894年Schnitz

ler and EwaldがThiersch法 による植皮を発 表

して い る.し か し口腔 内へ の 皮膚 移 植 で は,移 植

片 が 長 期 間 口 腔 粘 膜 と異 な っ た性 状 を示 し,落 屑

が反 復 して認 め られ,時 には毛 髪,汗 腺 な ど皮 膚 付属 器

官の残存 す るこ とが ある.ま た体 質によ って は移 植 片 採

取部 に色 素 沈 着 や ケ ロ イ ド形 成 を きた す こ とが あ る40).

そ こで最 近,自 家 頬 粘 膜,口 蓋 粘 膜,歯 肉,舌 粘膜 の 遊

離 あ るい は有 茎 弁 移植 が 行 わ れ るよ うにな って きた.

遊 離 頬 粘 膜 移植 に は,上 野(1943)3), Propper

 (1964)7),高 橋 ・ 飯 田(1965)8), Steinhauser 

(1969)10), Hall (1971)20), Maloneyら(1972)24),

 (1974)36),高 橋 ら(1973)28), (1974)33), (1975)40),

 Shepherdら(1973)30)の 報 告 が あ り,遊 離 口蓋 粘

膜 移 植 に は,上 野(1943)3), Hall and O'Steen

 (1970)14), Hall (1971)20),高 橋 ら(1972)23), (1974)33),

 Wiggins and Engel (1973)29), Shepherdら(1975)37),

長 谷 川 ら(1975)39),伊 藤 ら(1978)49)が み られ,遊 離

歯 肉 移 植 た は, Staffileno and Levy (1969)11),

 Sugarman (1969)12), J ansonら(1969)13), Hawley

and Staffileno (1970)15),木 下 ら(1972)21), Glickman

 (1972)26), Goldman and Cohen (1973)31),伊 藤(1976)42),

松 江(1977)44),伊 藤 ら(1977)48)が 報 告 して い る.ま

た 口蓋 裂術 後 にみ られ る口蓋 瘻 閉 鎖 法 と して,前 田

ら(1972)25),高 橋 ら(1973)27),河 合 ら(1974)34)の 有

茎舌粘膜移植 の発表がみ られる.し か しこれ らの主

な もの は臨床的研究であ り,技 術面 に関す る研究,

病理組織学的研究で あった.植 皮が どうい う機 序で

生着す るかについて は,い ろいろ議論のあ るところ

であるが,少 な くと も植皮片への血行が回復 されな

くてはな らない といわれている52).

粘膜移植の治癒過程における血管像の変化を経 日

的に追求 したのは,私 の渉猟 した範囲ではJanson

ら(1969)13)の歯肉移植の みであ った.し か しこれは

歯肉部への歯肉移植で あ り,主 に歯肉縁 を平面 的に

観察 した ものであった.

そ こで私は頬粘膜への頬粘膜移植 と,歯 肉部 への

頬粘膜 な らびに歯 肉移植 を行い,こ れ らの治癒過程

を血管新生の面か ら追求,比 較す ることは意義 ある

ことと考 え,成 犬 を用いクロロパーチャ血管注入法53)

を応用 し,血 管の立体的,形 態的観察を行 い,さ ら

に肉眼的,病 理組織学的 に観察検討 したのでその結

果について報告す る.

実験材料ならびに方法

1.実 験材料

ほぼ同一条件に飼育 した体重4～8kgの 成犬60頭

を使用 し,実 験1, 2で はその頬粘膜,実 験3で は

上顎第3切 歯歯頚部歯 肉を用いた.

II.実 験方法

1)術 式

ケタラール0.5ml/kg筋 準後,ネンブタール0.5ml/kg

を静注 し全身麻酔の もとに,通 法の如 く器具 と手 術

野の消毒を行 った.

(1)実 験1で は,左 頬粘膜 に1.0×1.0cmの 正方形

の欠損 を作製 し,右 頬粘膜 よ り同大の遊離頬粘膜移

植 を施行 した.

(2)実 験2で は,右 頬粘膜の粘膜片採取部 を開放
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創 としてそのまま放置 した.

(3)実 験3で は,両 側上顎第3切 歯歯頚部歯肉 に

1.0×1.0cmの 歯 肉欠損 部 を作 製,左 側 に は左 頬

粘 膜 よ り採取 した遊 離粘 膜,右 側 に は左 歯頚 部

歯 肉 よ り採取 した遊 離 歯 肉を移 植 した.術 後 感

染予 防 の ため に抗生 物 質 の筋 注 を3日 間 施行 し

た.

2) 観察方 法

観察期間は,直 後, 1日 目,… …60日 目の16階 梯

について以下の如 く行 った.

(1)肉 眼的観察

移植片,移 植床周 囲の色調,表 面 の性状,境 界部

の変化あるいは,出 血,浮 腫,収 縮 の有無 などにつ

いて肉眼的 に観察 した.

(2)透 明標本に よる観察

移植施行後の血管新生 の状態 を立体的,形 態的 に

観察す るために,各 観察期 間飼育 した成犬 にクロロ

パーチ ャ血管注入法53)を用いた.す なわ ち麻酔後両

側総頚動脈 および内頚静脈 を十分露出 し, 16ゲ ージ

の注射針 を両側総頚動脈 に挿入,絹 糸で固 く結紮,

固定.さ らに両側内頚静脈 を切断,潟 血 しつつ同時

に両側総頚動脈 よ りヘパ リン加生理食塩液 (0.85%

NaCl 500mlに ヘパ リン1000単 位を加 えた もの)で

灌流(灌 流圧100～140mmHg)を 行 い,そ の後 クロ

ロパ ーチ ャ(ク ロロホルム500g十 ガッタパーチ ャ

150g)を 両 側 よ り可 及 的 等 圧(350～400mmHg,)

で注入 した主生理食塩液の灌流で蒼白状態 となった

口腔粘膜,舌,眼 険結膜,虹 彩 が淡灰赤色 とな り,

両側内頚静脈 よ りクロロパーチ ャが流出するの を確

認 して両側総頚動脈,内 頚静脈 を結紮 し,注 入剤 が

硬化す るまで10時 間室温 に放置 した今注入剤硬化後,

頬粘膜,歯 頚部歯肉は10%ホ ルマ リンで2日 間固定,

さ らに歯 頚部歯肉は5%ト リクロール酢酸で10日 間

脱灰 した.頬 粘膜,歯 肉とも約1㎜ の唇(頬)舌 的

切片 を作 り,通 法 に従 ってアルコールで脱水,テ

トラ リンで透 明標 本 を作製 し,血 管像 の変化 を実

体顕微鏡 で観察 した.

(3)病 理組織学的観察

頬粘膜 な らびに5%ト リクロール酢酸で脱灰 した

歯頚部歯 肉をアル コール脱水,パ ラフ ィン包埋 し,

 10～30μ の切片 を作製,ヘ マ トキシ リン ・エオジン

重染色を施 し観察 した.

I.実 験1

実 験 成 績

1)肉 眼的観察

移植直後(写 真1),移 植片は浮腫 を呈 し,移 植 床

との境界部 でわず かに出血がみ られた.

移植後1日 目(写 真2),移 植片の浮腫は軽度 とな

り,粘 膜色は周囲組織 よ り白 くみ えた.境 界部 の出

血 はみ られなかった.

移植後2日 目(写 真3),移 植片の浮腫 はわず かに

残 って いたが,境 界部で は粘膜色にやや回復 がみ ら

れた.

移植後3日 目(写 真4),移 植片に浮腫はな く移植

床 と密着 し,ほ とん ど正常粘膜色に回復 していた.

 移植後6日 目(写 真5),移 植片部は赤 味を帯 びた

表面 凹凸不整の肉芽様組織 とな った.

移植後9日 目(写 真6),移 植片部は6日 目に比べ,

少 し赤味 も薄 く,表 面 も少 し平担な肉芽 様組織 とな

り,移 植床周囲組織 との境界は明瞭にな った.

移植後14日 目(写 真7)以 降,移 植片部 は淡紅色

とな り,次 第 に白色 を増 し境界の識別 しがたい部分

もあった今表面は周囲組織 と同様平担 とな り,移 植

片の元の形態 は消失 して軽度の収縮がみ られた.

移植後30～60日 目(写 真8),移 植片部は白 くな り,

表面 は平担 でわずかな収縮 がみ られた.

2)透 明標本 による観察

移植後1日 目(写 真9),移 植片 と移植床の間には

明瞭な境界がみ られ,そ の境界には粗 な断裂 した大

小不 同の血管が ところどころにみ られた.

移植後2日 目(写 真10),移 植 片 と移植 床の境界付

近 には細 い毛細血管 がみ られ,一 部には血管 が拡張

してお り,移 植片 にわずか に侵入 してい る像 がみ ら

れた.

移植後3日 目(写 真11),移 植片 と移植 床の境界 に

は明瞭な多数の大小不同の血管新生がみ られ,と こ

ろどころ移植床よ り移植片 に細 い毛細血管が伸 展 し

ていた.

移植後4日 目(写 真12),移 植床 は比較的一 様な毛

細血管 とところ どころ太 い血管が みられ,移 植 片に

は細い血管 が部分的に1/2あた りまで伸展 していた.

 移植後5日 目(写 真13),移 植床 では著明に太い毛

細血管が認 め られ,そ の間を一様 な毛細血管が交叉

し,移 植片 に向 けて伸展,移 植片 には毛細血管が多

数 みられ,一 部では移植片上皮 にまで及ぶ ところ も

み られた.

移植後6日 目(写 真14),移 植 床の毛細血管 はさち

に太 さを増 し,軽 度の蛇 行 とところ どころ細 くなっ

た血管が移植片 に向 け伸展 し,移 植片 の上皮 の部分
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で軽度 のル ープ状 を呈 していた.移 植床 と移植片の

境界 は不明瞭で,移 植片 に多数毛細血管がみ られた.

 移植後9日 目(写 真15),移 植 床 と移植片 との境界

と思われる部分には,移 植床に平行 に走 る比較的太

い血管がみ られ,ま た移植片 には太 さの一様な多数

の毛細血管 が比較的直線状に移植片全体 に伸展 し,

移植片上皮 で軽 いル ープ状 を形成 し終枝 して いた.

 移植後14日 目(写 真16),移 植 床か ら移植片 に侵入

した毛細血管 は整然 と走行 していたが,移 植床部 と

比較す ると毛細血管 は細 く,い まなお凹凸が ところ

どころみ られた.ま た移植片の大 きさは9日 目に比

べ縮小 していた.

移植後20日 目(写 真17),移 植片 には一様に太い毛

細血管 とところ どころに細 い毛細血管 との交 叉がみ

られ,移 植片上皮 は移植床 と同様の所見 が縮小 して

み られた.

移植後30日 目(写 真18),移 植片 と移植 床境界部の

血管像 はほぼ周囲正常血管像 と同 じ所 見を呈 し,移

植粘膜上皮で も正常粘膜上皮の血管像所 見とほぼ同

様であった.

移植後60日 目(写 真19),移 植片周囲は隣接周囲 と

同様の血管像所見がみ られ た.

3)病 理組織学 的観察

移植後1日 目(写 真20),移 植片 は移植 床 との間 に

狭 い空隙を介 して近接 して位置 し,表 層の粘膜上皮

は大部分脱落 して いたが部分的には残 り,一 部の細

胞集団では暗紫色 を呈 して壊死 に落 ちい りつつあっ

た.粘 膜上皮下 の問質結合織は広範 に類壊死 または

壊死 に落 ちい り,線 維芽細胞の核の染色 性が低下 し,

ところどころ クロマチン浸染がお こり,淡 い紫色に

染 まっていた.移 植床の これに接す る組織に もとこ

ろ どころ クロマチン浸染がお こ り紫色 に染 まってい

たが,結 合織間 に少数の好中球 をまじえて単球,組

織球の浸潤 がみ られ,筋 層間に及んでいた.

移植後2日 目(写 真21).創 部 には一部筋層 に密接

して移植 組織片 がみられ,そ の大部分 は壊死状 にあ

らわれ,ク ロマチン浸染 によ り淡紫赤色 あるいは暗

紫色 に染ま っていた.そ の表層 には上皮 を欠 き,表

面か ら一定 の幅 で,多 数の円形 細胞の浸潤 および核

分抹がみ られた.移 植床 の血管 には クロロパ ーチ ャ

の注入がみ られ,一 部 では移植 片 と移植床の境界部

まで及んでいた.

移植 後3日 目(写 真22).移 植 組織は強 く壊死 に落

ちい り,リ ンパ球,形 質細胞が多数浸潤 し,移 植床

との境界は不明瞭 となっていた(矢 印).移 植床 に も

円形細胞 の浸潤 が著明で結合織 は浮腫状 を呈 し,毛

細血管は拡張 しクロロパ ラチ ャを入れ,ク ロロパー

チ ャは移植壊死細胞血管内 に も流入 していた.

移植 後4日 目(写 真23),移 植 片はほ とん ど脱落 し

てお り,筋 層 は裸出 し,筋 層間質 には リンパ球,形

質細胞 の浸潤 が著明 で,ま た結合織の増殖 もみ られ

た.毛 細血管 の拡張 も著明で創 表面にまで及ん でい

た.

移植 後5日 目(写 真24),創 表 面には類壊死 あるい

は壊死に落 ちいった移植 組織が移植床 と密 に接 し境

界 を識 別 しがたい,壊 死組織には円形細胞,組 織球

の集族性あ るいはびまん性の浸潤 をみたが,浸 潤細

胞 もともに類壊死状態 を呈 し,ク ロマチン浸染が強

かった.移 植床の炎症反応 はやや減少 していたが,

毛細血管の拡張 が著明で,ク ロロパーチ ャは移植組

織内の血管に も多 量 に認 められた.

 移植後6日 目(写 真25),創 部 の表層 はかな り広い

面積で類壊死 に落 ちい り,紫 に染 まり,移 植床 との

境界 は不明瞭であった.特 に毛細血管拡張増殖が強

く,ク ロロパーチ ャを入れた血 管が粘膜上皮の表面

直下 に達 していた主移植床では筋層 間質 に結合織の

瘢痕性の増殖 がぴまん性 にお こ り,線 維芽細胞が増

生 していた.

移植後7日 目, 6日 目につづいて多量 の壊死組織

の深部で結合織 の瘢痕性の増殖が一段 と強 くなって

いた.線 維芽細胞 はほぼ平行 に並んで増生 し,壊 死

組織内で毛細血管の拡張増殖がみ られ た.周 辺部の

健康粘膜上皮 は創部 の辺縁 で壊死組織の下方 に向か

って再生増殖 しつつ あった.

移植後9日 目(写 真26),創 表 面の壊死組織 は,深

部か ら増殖 して きた肉芽組織に次第 にお きか え られ

つつ あった.毛 細血管 は拡張,増 殖 し,一 部では創

面 に垂直に延長 してお り,ま た壊死組織 内で は毛細

血管の拡張 が強 かった.

移植後14日 目(写 真27),創 部 に一致 して一部で粘

膜上皮 を失 い,そ の直下で組織 の類壊死状態 がみ ら

れ,わ ずかに リンパ球,形 質細胞 の浸潤 を認 めた今

創面の大部分はやや扁平な再生上皮 で覆 われ,こ の

部 では上皮突起 の形成 を欠 くが,そ の周 囲ではむし

ろ上皮突起 の複雑 な延長,粘 膜上皮 の肥厚 がみ られ

た.毛 細血管は比較的小型の ものが増殖 していた.

その深部では筋層 との間 に結合織 の瘢痕状 の増殖が

著明 であった.

移植後20日 目(写 真28),創 部では粘膜 の完全 な再

生 がみられ,再 生上皮 は扁平で上皮突起 がほ とん ど



50 岡 本 全 允

認 め られなか った.上 皮 と筋層の間で移植後緻密 な

瘢痕性の増殖があった:一 部で リンパ球,形 質細胞

の集族性の浸潤 をみたが全体 としては炎症反応 は著

明に軽減 して いた.小 型の毛細血 管が多数 ほぼ同様

な分布 を して増殖 していた.

移植後30日 目(写 真29),創 部は再生上皮 で完全 に

被覆 され,そ の深部で結合織の瘢痕状の増殖 がみ ら

れた.毛 細血管 は上皮に向かって垂直方 向にの びる

傾向 を示 した.一 部で円形細胞の集族をみたが炎症

反応は軽度 であった.

移植 後45日 目,創 面にはほぼ一層の基底細胞 が柵

状 に並 び,創 面 は完全に被覆 されて いた.深 部 では

結合織の瘢痕性 の修復がみ られ,炎 症反応 ははなは

だ しく減退 していた主毛細血 管はやや増殖 した状態

であった.

移植後60日 目(写 真30),間 質 の結合織に瘢痕性 の

増殖が みられ,炎 症反応は痕跡 をみるのみであった.

毛細血管だ けは一定の増殖がみ られ た.

II.実 験2

1)肉 眼的観察

粘膜片採 取後5日 目(写 真31),直 後 よ り出血の み

られ た創面は肉芽様組織で覆 われ,浮 腫 も軽度 み ら

れた.粘 膜片採取部周囲組織 は発赤 していたが,中

央部 においては淡黄色 とな っていた.

粘膜片採 取後9日 目(写 真32),創 面は周囲組織 に

比べ白 く,浮 腫 は消失 していたが,表 面やや凹凸で

瘢痕性の収縮 がみ られた.

粘膜片採取後14日 目(写 真33),採 取部は白 く9日

目よ り収縮 は強か った.

粘膜片採取後45日 目(写 真34),粘 膜色 は白色 とな

り,収 縮 も9日 目に比 べ軽度 とな り,表 面平滑 とな

った.

2)透 明標本によ る観察

粘膜片採取後1日 目(写 真35),欠 損底部の下層 の

一部に断裂 した毛細血管 がみられた.

粘膜片採取後3日 目(写 真36).欠 損部表層の下方

に創 面に平行 した多 くの毛細血管 と,と ころどころ

に断裂 した太 い毛細血管 がみられ,表 層 の一部に も

断裂 した毛細血管の一部 がみられた.

粘膜片採取後4日 目(写 真37).欠 損部表層には さ

らに毛細血管の伸展 がみ られ た.

粘膜片採取後5日 目(写 真38).欠 損底部表層に細

い毛細血管が不規則 に伸展 し,一 部創面 に直角にま

じわる血管 もみ られ,周 囲 には毛細血管の伸展がみ

られ た.

粘膜片採取後7日 目(写 真39),欠 損底 部には壊死

層 と思 われ る血管の み られ ない部分 も認 められ たが,

 5日 目に比 して創面 に直角 にまじわ る多数 の毛細血

管が著 明にみ られ,周 囲の毛細血管 も増 加 していた.

 粘膜片採取後14日 目(写 真40),欠 損部下方 の比較

的太 い毛細血管 は創面に平行に走 り,そ れよ り表層

に向け直角 にま じわ る毛細血 管がみ られ,吻 合 して

いたが,全 体 に縮小 した感があ った.

粘膜片採取後20日 目(写 真41),縮 小 した創面の下

方には細 い密 な毛細血管が多数直 角に伸 び,一 部で

は吻合がみ られた.

粘膜片採取後30日 目(写 真42),創 面の ところどこ

ろに直 角に伸 びる比較的太 くなった血管 がみ られ,

創周 囲に比べ血管の分布が少 な く,創 部 はさ らに縮

小 していた.

3)病 理組織学的観察

粘膜片採取後1日 目(写 真43),粘 膜上皮 は広範 に

わた り人工的 に剥離 され,一 部では線維素の析 出が

著明にみ られ た.ま た好中球 およびその核破片が散

在性にみ られ,と ころによ りク ロマチン浸染がお こ

り,淡 紫色 に染 まっていた.さ らに炎症性浮腫 は深

く筋層 間に及 び,好 中球 がびまん性 に浸潤 していた.

 粘膜片採取後3日 目(写 真44).組 織全体が浮腫状

を呈 し,筋 層か ら頬粘膜 にかけて滲 出像強 く,頬 粘

膜の表 面は一定の幅で壊死 に落 ちいって いた.浸 潤

細胞 は核の染 ま りが悪 く,ま た クロロパ ーチ ャの入

った毛細血管の拡張,増 殖 がみ られた.

粘膜片採取後4日 目,浮 腫 は軽度 とな っていたが,

上皮は剥離 して いた.壊 死 がみ られ,円 形細胞浸潤

や毛細血管増殖や血栓形成 を伴 う肉芽性炎症像が著

明で あった.

粘膜片採取後5日 目(写 真45),潰 瘍の底部 にあた

るところに幅 の広い壊死がみ られ,周 辺部 に肉芽組

織が出現 していた.毛 細血管 は拡張,増 殖 し,円 形

細胞の浸潤 がみ られた.

粘膜 片採取後7日 目(写 真46), 5日 目に続いて潰

瘍 に壊死層 が厚 く残 っていた.肉 芽性の炎症がみ ら

れ,毛 細血管 は創面 に直角 に走 り,ま た円形細胞 と

好中球 の浸潤 がみ られた.

粘膜片採取後10日 目(写 真47),潰 瘍 は特 に中央 部

で一部谷間 のよ うに深 くな り,周 辺部で は広い面積

で結合織 が瘢痕性増殖を きた し,そ の中 に毛細血管

の拡張 した ものが散在性に認 め られた.浸 潤細胞 は

リンパ球,形 質細胞 よりな る円形細胞が主体 をな し

ていた.筋 層の病変に近い ところでは筋線維間 に結
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合織が増 えていた.

粘膜 片採取後19日 目(写 真48),ま だ粘膜上皮 の脱

落 はあったが,そ の深部で は結合織の瘢痕 像が著明

で,円 形細胞浸潤 は痕跡程度 であった.増 殖 した毛

細血管 は散在性にみ られ,狭 小 した ものが多かった.

 粘膜片採取後20日 目(写 真49).創 面は粘膜上皮 で

完全 に覆われ,そ の底部 で瘢痕性結合織 の増殖 があ

った.炎 症性細胞浸潤 もほとん ど消失 し,円 形細胞

が血管周囲にわずかに認 め られた.

粘膜片採取後30日 目(写 真50),組 織 は一定の方向

性 を もった線維増殖 よ りな り,細 胞浸潤 がわずか な

瘢痕組織であ った.

粘膜片採取後45日 目(写 真51),粘 膜上皮 の直下で

再生上皮は薄 く,上 皮突起 は消失 していた.そ の下

では結合織の増殖 がみ られ,創 面は治 癒 していた.

III.実 験3

1)肉 眼的観察

移植直後(写 真52a, b)は,歯 肉,頬 粘膜移植 に

余 り差異はみ られなか ったが,歯 肉移植 の方が歯頚

部付近 におけ る止血 が早か った.

移植 後5日 目(写 真53a, b),歯 肉移植 では,移 植

周辺部で発赤 がみ られ たが,全 体 として歯肉色を呈

し,創 面は比較的平担 で,歯 頚部 の付着状態 も良好

であった.頬 粘膜移植 では,移 植周辺部の境界は明

瞭で,全 体 に発赤が み られ,易 出血性で あった.創

面の凹凸は著 じる しく汚染 された感 があ り,歯 頚部

の付着状態 も一部不良であ った.

移植後12日 目(写 真54a, b),歯 肉移植 では,創 面

はやや小 さくな り,潰 瘍形 成 もみ られず,移 植周囲

とは平担 に移行 していた.頬 粘膜移植では,創 面 は

やや小 さくなっていたが,潰 瘍形成 は残 り凹凸がみ

られ,移 植周囲 とは明瞭に識 別で きた.

移植後20日 目(写 真55a, b),歯 肉移植 では,歯 頚

部 にやや発赤 がみ られ,隣 在歯 と比較す る とやや歯

頚部歯 肉の高 ま りが みられた.頬 粘膜移植 では,創

面の縮小 がみ られ,付 着歯肉部よ り歯頚部歯肉にか

けて表 面の凹凸,発 赤 が残 っていた.

移植後60日 目(写 真56a, b),歯 肉移植で は,ほ と

ん ど正常粘膜色 を呈 し,歯 頚部歯 肉の付着状態 も良

好であった.頬 粘膜 移植 では,歯 頚部歯肉にやや発

赤を残 し,付 着状態 も歯肉移植 に比 してやや劣 って

い る感 じがした.

2)透 明標 本 によ る観察

移植後5日 目(写真57a, b).歯 肉移植 では,根 尖 部

歯槽骨 よ りの比 較的太 い毛細血管が移植部 で細 く分

岐伸展 し,歯 槽骨縁 では細 い毛細血 管が密 に分布 し,

その中 に太 い断裂 した血管 もみ られた主 移植 床 と

移植片 との連絡は境 界部 で不 明瞭 で,と ころどころ

断裂 した血管が一部移植片 内に侵入 して いた.頬 粘

膜移植 では,頬 粘膜 は大半 み られず,一 部付着 して

いるの みで あったが,根 尖部 の歯根膜よ り比較 的太

い毛細血管が歯根 に沿 って分岐,歯 冠に向 けて細 い

断裂 した毛細血 管が密 にみ られた.移 植片 と移植床

の境界部には流出 したクロロパーチ ャ塊 がみ られ た

が,移 植片へ の伸展 はみ られなか った.

移植 後10日 目(写 真58a, b).歯 肉移植では,移 植

床の細い毛細血管か ら移植片 内に比較的少 ない毛細

血管が蛇行,分 岐 を出 しなが ら上昇 し,移 植片の1

歯冠側 では さらに数 を増 した密 な大小不同の毛細血

管が,歯 肉上皮で不規則 なやや長 いループを形成 し

ていた.歯 槽骨側の毛細血管 は歯根 に沿 って平行に

ところ どころ断裂,歯 槽骨 に直角 にまじわ り上昇 し

ていた.歯 肉の付着状 態は整然 と して きれいであっ

た.頬 粘膜移植 では,歯 肉移植 とは差異がみ られ,

移植片 は歯槽骨よ り断裂 し,比 較的一様な細 い短 い

毛細血管が,歯 根側 では歯槽骨 にやや直角にま じわ

り,上 部では大小不 同の毛細血管が不規則 に認 め ら

れた.

移植後20日 目(写 真59a, b),歯 肉移植 では,移 植

床 よ りの毛細血 管は さらに整然 とし,歯 根 にやや平

行 に上昇 し,次 第 に歯肉上皮 に向け:直 角 にまじわ

る長 い著明なループを形成 し終枝 していた.頬 粘膜

移植で は,歯 肉移植 に比 して毛 細血管網 は疎で,ル

ープ形成 もやや不明瞭で短 く
,粘 膜 の厚 さも薄かっ

た.し か し歯根への付着状態 は良好 であった.

移植後45日 目(写 真60a, b),歯 肉移植で は,正 常

像 と同様 に長 い一様 な太 さの血管網 を形成 し,断 端

はルー プを形成 していた.頬 粘膜移植 では,歯 肉移

植 に比 して血管網 は非常に密 で,太 さも細 く,や や

蛇 行 がみられたが,長 さは同様であ った.

移植後60日 目(写 真61a, b),歯 肉移植 では,血 管

の数 は正常像に比 してやや多か ったが,形 態 は正常

像 に酷似 していた.頬 粘膜移植 では,長 い一様 な太

さの血管網がみ られたが,歯 肉移植 に比較 する とや

や異 な り,既 存粘膜へ の移行がやや不自然 であった.

3)病 理組織学的観察

移植後5日 目(写 真62a, b),歯 肉移植で は,移 植

組織片の毛細血管 が拡張 または増殖 し,微 細 な膠原

線維の びまん性増殖 がおこっていた.上 皮組織 はな

くなってお り,血 管 の間の粗糧な組織にはかな り多
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数 の扇状の細胞浸潤 がみ られ,部 分 的壊死像 を伴 っ

ていた.頬 粘膜移植 では,毛 細血管の増殖 があ り,

数個 の ものは内腔が拡張 し,そ の毛細血管 の周辺部

は浮腫性 を呈 し,か な り多数 のやや大型の円形細胞

の浸潤 がみ られた.部 位によ り微細 な結合織 の密 な

増殖がみ られ,ま た一部では組織 が壊死状 を呈 して

いた.

移植 後10日 目(写 真63a, b),歯 肉移植組織 は全

体 として浮腫状 を呈 し,結 合織 が離開 してお り,ク

ロロパ ーチ ャを入れ た毛細血管 の増生 と拡張が著明

であった.浮 腫状の組織の中に円形細胞の浸潤 がみ

られ,そ の他好 中球 も浸潤 していた.頬 粘膜移植 で

は移植片 には血管 の拡張 と増殖 が著 明で あって,大

型 の円形細胞がびまん性 に浸潤 していた.境 界部周

辺 では結合織の密 な増殖がお こっていた.

移植後15日 目,歯 肉移植では,組 織 に毛細血管の

軽度 の拡張 があ り,と ころ どころで円形細胞浸潤が

み られた.頬 粘膜移植 では,移 植片 の先端 ではかな

り厚い扁平上皮層がみ られ,そ の乳頭部 か ら深部の

間質 に広範囲 に毛細血管 の拡張,増 殖が著 明で あっ

た.組 織の一部で炎症性細胞の密な巣状 の浸潤が認

め られた.

移植後20日 目(写 真64a, b),歯 肉移植 では,移

植片 は歯肉縁 を覆 って歯 肉嚢 を形成 し,上 皮突起の

構造 をもつ扁平上皮で覆 われ,上 皮 には変 性像 はみ

られなか った.間 質の毛細血管 は腔の拡張を減 じ,

結合織が緻密 に増殖 して,も はや炎症細胞浸潤 や浮

腫,充 血はほ とん どみられなか った.頬 粘膜移植 で

は,移 植片は完全 に扁平上皮 で覆 われ,歯 肉嚢を形

成 し,上 皮突起 は著明に延長 した構造 をしめ してい

た.上 皮の直下に限 って毛細血管 の強 い拡張があ り,

血管腫様の構造を示 していた.そ れよ り深部では結

合織 は密 に増殖 し,び まん性にみ られ,炎 症性細胞

の浸潤 は著明に減少 して いた.

移植後25日 目,歯 肉移植では,移 植片 には歯肉縁

の先端部 で上皮が欠損 して いたが,他 の部では長 い

上皮突起 を有 し,乳 頭部で毛細血管 の著明な拡張 が

み られた.そ の周辺部 には大型 の円形細胞が中等度

に浸潤 し,深 部の結 合織 は密であ った.頬 粘膜移植

では,移 植片は先端部 では上皮 が欠損 し,先 端部に

近 い ところで間質 の毛細血管の拡張 がみ られた.深

部では結合織の密 な増殖 があ り,元 の組織 との境界

は不 明瞭 であった.

移植後45日 目(写 真65a, b),歯 肉移植 では,移

植組織 は上皮突起 の延長 した上皮 で覆 われ,完 全な

歯肉嚢 を形成 し,乳 頭部 でまだ血管 の拡張 があ り,

浮腫 と軽度な円形細胞浸潤 がみ られた.深 部 では結

合織 の密な増殖があ り,漸 次元 の組織 に移 行 してい

た.頬 粘膜移植では,歯 肉縁 の上皮 は上皮突起 を延

長 して,歯 肉嚢 を形成 し,乳 頭部 および上皮 に近 い

間質 に血管 の拡張が著明で あった.深 部 の結合織 は

密で漸次元 の組織 に移行 していた.

移植後60日 目,歯 肉移植 では,歯 肉縁 の先端のみ

の上皮下 でク ロロパ ーチ ャを入れた2～3の 血管が

み られたが,血 管拡張,浮 腫,炎 症細胞 はみ られな

か った.頬 粘膜移植では,上 皮突起 の形成 はみ られ

ず扁平 で,そ の直下で毛細血管拡張 が残 り,少 数の

円形 細胞の浸潤 がみ られた.

考 察

顎 口腔領 域 の皮 膚 あ るい は粘 膜 は,種 々 な原 因 で

欠 損 ま たは瘢 痕 拘 縮 を生 じ,ひ い て は審 美 障害,発

音 障 害,咀 嚼 障害 ま た顎 口腔 領域 の 発育 障害 な ど を

招 来 す る.こ れ らの障 害 を取 り除 くた め,皮 膚 あ る

い は粘 膜 移植 が行 われ て きた.原 因 別 に み る と,た

とえ ば外 傷 で は,松 木(1941)1),上 野(1942)2),

 (1943)3)が み られ,腫 瘍 で は,西 ・馬 渡(1964)6),

高橋 ・飯 田(1965)8),塚 本 ら(1965)9),高 橋 ・鈴 木

(1970)16), Maloneyら(1974)36),小 川 ら(1975)38),高

野 ら(1977)46),成 瀬 ら(1978)50),河 合 ら(1978)51),

奇型 で は,渡 辺(1960)5),河 合 ら(1972)22), (1974)34),

 (1976)43),前 田 ら(1972)25),高 橋 ら(1973)27),

 (1975)40),長 谷川 ら(1975)39),茂 木 ら(1977)45, 47),口

腔 上 顎 洞 瘻 閉 鎖 法 と して 渡 辺(1953)4),伊 藤 ら

(1978)19),歯 槽 堤形 成 術 で は, Propper (1970)14),

 Steinhauser (1969)10), Hall and O'steen (1970)14),

園 山(1971)17), Markowitzら(1971)18), Steinhauser

 (1971)19),高 橋 ら(1972)29), (1973)28), (1974)33),

 Maloneyら(1972)24) , Wiggins and Engel 

(1973)29),塩 田 ら(1974)35), Shepherdら(1975)37),

塩 田(1976)41),歯 周 外 科 で は, Staffileno and Levy

 (1969)11), Sugarman (1969)12), Jansonら(1969)13),

 Hawley and Staffileno (1970)15),木 下 ら(1972)21),

 Glickman (1972)26), Goldman and Cohen (1973)31),

松 江(1977)44),伊 藤 ら(1977)48)の 報 告 が み られ る.

ま た伊 藤 ら48)は上 唇 小 帯形 成術 に お い て,小 帯 切 除

創 面 へ の 遊 離歯 肉移 植 を発 表 して い る.

口腔 粘 膜 組 織へ の皮 膚 移 植 の 意 義 に 関 して,塚 本

ら9)は 口腔 内 に露 出 した 口腔 粘 膜 創 面 へ の 感 染予 防,

創 傷 の瘢 痕 性 収縮 に よ る開 口不 全 の 予 防,口 腔 内組
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織の機能 の保持で あると述 べてい る.ま た成瀬 ら四

は口腔 内創面 に対 して迅速 な治癒 と各種 の口腔機能

障害 予防のため有効であ った と報告 している主 しか

し高橋 ら40)は口腔 内への皮膚移植 の欠点 として,移

植片が長 く口腔粘膜 と異な った性状を示 し,落 屑が

反復 して認め られ,時 として毛髪,汗 腺 な ど皮膚付

属器官の残存 す ることが あ り,ま た皮膚片採取部 に

色素沈着やケ ロイ ド形成 をきたす ことがあると述 べ,

 Hall and O'Steenl4),高 橋 ら23)は皮 膚移 植 片 で は

義歯床 に適す る弾性 が得 られない とい っている.一

方, Maloneyら36)は 粘膜弁は皮 膚弁 に比 し,色 彩,

組織構造,毛 髪 が生育 しないな どの点で優 れ,湿 潤

で弾力が あるので義歯の保持 に も適 してい ると述べ,

長谷川 ら39)粘 膜部 の欠損 を皮膚でな く粘膜 で被覆

す ることは,解 剖 的に も,生 理的 にも理想 的なこと

であ ると報告 してい る.最 近 口腔 粘膜への頬,歯 肉

粘膜移植が前述 の如 く報 告 されているが,そ の治癒

過程 における血管像 の変化 を経 日的 に観察 した もの

は,私 が渉猟 した範 囲ではJansonら(1969) 19)の

犬による実験的な歯 肉移植 だけであった.こ の実験

は犬歯 部歯肉 を小臼歯 あ るいは大臼歯部へ移植 した

ものであ り,移 植後10日 目までの血管像 を追求 した

だけで,主 に歯肉縁 を平 面的に観察 した ものであっ

た.

遊離植皮片 の治癒過程 において,倉 田(1972)54)

は肉眼的には,植 皮片は術 後1日 目では蒼白色 であ

り,術 後2日 目やや光 り浮 腫はみ られず,周 囲の皮

膚 には発赤 がみ られた.術 後3～4日 目には ピンク

色 とな り,周 囲の皮膚の発赤 や浮腫 はな くな り,術

後6～7日 目植皮片 と周囲の皮膚 の上皮 は癒合 し落

屑 がおこ り,と ころどころ輝 きのある再生 した新上

皮 がみられた.術 後10～12日 目植皮片 の発赤が減少

し,周 囲の皮膚 と外観が似て きた と述べ ている.

 本実験1に おける粘膜移植 で もほぼ同様の所見で

あ り,術 後6日 目には移植部に赤 味を帯 びた表面凹

凸不整の肉芽 組織 がみ られ, 9日 目には表面 も少 し

平担 な肉芽組織 となった主14日 目には周 囲組織 と同

様平担 とな り境界 の識別 しがたい ところ もあった.

本実験2に おけ る粘膜採取 した開放創部 では術後9

日目に もまだ凹凸不整 な肉芽組織が残 り, 14日 目で

は実験1に 比 べ瘢痕性収縮が強 く,肉 眼的に実験1

の方 がその治癒過程 にお いて良好 であ った.実 験3

では術直後歯肉移植の方が頬粘膜移植 に比較 して,歯

頚部付近での止血 が早 く,術 後12日 目歯 肉移植では

潰瘍形成 もみ られず,周 囲組織 とは滑 らかに移行 し

ていた.頬 粘膜移植 では潰瘍形成 が残 り,表 面凹凸

で周 囲組織 とは明瞭に識別 で きた.術 後20日 目歯肉

移 植 で は周 囲組 織 とほぼ 同様 であったが,頬 粘膜

移植 では表面やや凹凸があ り,発 赤 が残 っていた.

肉眼的に歯頚部歯肉への頬粘膜移植 よ りは歯肉移植

の方 が経過良好で あ り,歯 肉付着状態 も滑 らかで あ

った. Jansonら13)は,犬 の歯 肉移植後2日 目まで移

植片 は蒼白色 で, 3日 目に ピン ク色 になつたと報告

し, Glickman (1972)26)は,ヒ トの歯肉移植で移植

後2日 間は白かった と述 べている.

二次的口蓋瘻閉鎖手術における口蓋粘膜の遊離移

植 において長谷川 ら(1975)39)は,術 後4日 目移植

片 はやや白色 を呈 していたが,壊 死 に落 ちいってい

る所見はな く,術 後6日 目移植片 はやや黄色 を呈 し,

 8日 目にな ると移植片中央部 はなお灰白色 を呈 して

いたが,辺 縁部 は周囲組織 に移行 して いた.そ の後

移植片中央部 の白色部は次第 に範 囲をせ ばめ,そ の

下 よ り健 康粘 膜 が 出現 した と述 べ て い る.ま た

Wiggins and Engel (1973)29)は遊離口蓋粘膜移植

を26例 に行い,臨 床的治癒 はすべての患者 において

21日 以内にみ られ,瘢 痕拘縮 は約10%に み られた と

報告 してい る.

血管像所見において実験1, 2と も術後1日 目創

部 に断裂 した大小不同の毛細血管 がみられ,ク ロロ

パーチャの流出を認 めたが,真 木(1960)55)の 抜 歯

創,鈴 木(1962)56)の 歯槽膿漏症手術創 および 石 田

(1972)57)の 完 成歯 再 植創 に も同様 な所見がみ られ

た.ま た秋 田(1958)58)は,頬 粘膜創傷部術直後 の所

見ではクロロパーチ ャの流出を認 めたが, 12時 間後

の所見では認め られ なか った と述べ ている.

実験1で は術後2日 目よ り毛細血管の移植片 への

伸展 がみ られ, 3日 目にはその数 を増 したが,実 験

2で は創面に平行 した毛細血 管の伸展が み られた.

秋 田58)の所見ではす でに隣接す る毛細血管 と連 絡し

ているところ もみ られた.

術後4～5日 目実験1で は ところ どころによ り太

い毛細血管が移植片1/2あた りまで伸展 していたが,

実験2で は短い細 い毛細血管の伸展 しかみ られ なか

った.実 験3歯 肉移植 では,術 後5日 目移植片内 に

ところどころ断裂 した血管が侵入 していたが,頬 粘

膜移植 では境界部 で溢 出 したクロロパーチ ャがみ ら

れ,移 植 片へ の血 管 の伸 展 は み られ なか った.

 Jansonら13)は3日 目,移 植歯肉片 と移植床 との血管

吻合 がみ られた と報告 して いる.

術後6日 目実験1に おいて は,毛 細血 管は さらに
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太 さを増 し,移 植片 の上皮の部分 でループを形成 し,

移植床 と移植片の境界 は不明瞭であ ったが,実 験2

では血管の み られない壊死層 と思 われる部分が あ り,

毛細血管 は細 く上皮血管網係蹄はみ られなか った.

秋田58)の7日 目において太 い血管の連絡 と毛細血管

網の形成がみ られた と述べ ている.真 木55),鈴 木56)

も毛 細血管 網 の緻 密 化 を報 告 している.ま た野間

(1966)59)の抜歯創の7日 目で も血管の太 さを増 した

ことを述べている.実 験3歯 肉移植では,術 後10日

目密 な大小不同の毛細血管が歯 肉上皮で不規則 なや

や長 いループを形成 し,歯 肉の付着状態 は整然 とし

ていたが,頬 粘膜移植では,比 較的一様な細い短 い

毛細血管が不規則 に認 め られ,歯 肉の退縮 がみ られ

た.

術後14日 目,実 験1で は移植床 よ りの毛細血管 は

整然 としやや細 くなったが,実 験2で は比較的太 い

毛細血管が創面に向け走行 し,細 い毛細血 管 との吻

合がみ られ た.

術後20日 目,実 験1で は隣接頬粘膜 と同様な所 見

がみ られたが,実 験2で は上皮血管網係蹄 がわず か

にみ られ,周 囲頬粘膜像とは差 がみ られた.実 験3

歯肉移植では,移 植床 よ りの毛細血管 はさらに整然

とし,長 い著明なル ー プ を形成 し終 枝 して いた.

実験3頬 粘膜 移植 では,歯 肉移植 に比 して毛細血管

網 は疎 で,ル ープ状形成 もやや不明瞭で短 く,粘 膜

の厚 さも薄か ったが,歯 頚部へ の付着状態 は良好 で

あった. Ellegaard (1974)60)は骨移植後の遊離歯肉

弁移植 において,上 皮 は脱落 したが,血 管の新生 は

4～5日 以内に始 ま り, 7～9日 までに上皮はまわ

りの組織か ら増殖 しはじめ, 2～3週 までに上皮 で

覆われたと報告 している.ま た大森(1969)52)は,植

皮術 において血管系 の吻合は, 3日 目には じま り8

日位 でほぼ完成 したが,新 しい吻合 は傷つ きやす い

ために2週 間 ぐらい保護が必要で あったと述べてい

る.

実験1で は移植後4日 目,筋 層 間に結合織の増殖

がみ られ, 14日 目,大 部分 は再生上皮で覆われ, 20

日目,上 皮突起のほ とん どみ られない上皮の完全 な

再生 がみ られ た.実 験2で は採取後5日 目,周 辺部

に結合織の増殖がみ られ, 14日 目,ま だ粘膜上皮 の

脱落がみ られ, 20日 目には薄い再生上皮で覆われた.

実験3に お いて,移 植後5日 目,歯 肉移植 では浮腫

は消失 したが,頬 粘膜移植では部位 によ り浮腫 は残

った. 10日 目,歯 肉移植では炎症 が軽度み られたが,

頬 粘膜移植 は炎症 が著明で あった. 20日 目,歯 肉,

頬粘 膜移植 とも上皮 で覆 われ,歯 肉嚢 の形成 をみた

が,歯 肉移植 では炎症,浮 腫,充 血 はほ とん どみ ら

れなか ったのに対 して,頬 粘膜移植 では,血 管の拡

張が あ り,炎 症 はまだ残 っていた.血 管像所見,病

理組織学的所見よ り考察 して,実 験1が 実験2よ り

その治癒過程 において優 れ,ま た,歯 頚部歯肉への

歯肉移植 が頬粘膜移植 に比 して良好で あ り,審 美 的

に も満 足す るものであった.

血行再開についてDavis and Traut (1952)お

よびConverse (1958)54)より引用は1.植 皮片 の血

管 と植 皮床 の血管 が直接つ なが る. 2.植 皮片 の内

皮細胞腔中へ植皮床 よ り血管が侵入す る. 3.植 皮

片の真皮中へ植皮床 よ り血管が侵入 して新 しい血管

をつ くる.も ちろん血行再開の初期にはいわゆるプ

ラズマ循環 とい う状態 も存在 して いるよ うであると

報告 してい る.ま た塚田(1977)61)は 移植 皮膚の生着

機構について,完 全 に血行 を絶たれた 移 植 片 は,

 1.プ ラズマ循環期. 2.血 管吻合期 ない し血管新

生期. 3.器 質化期の過程 を経て移植床 に完全 に生

着す るといっている.倉 田(1972)54)は遊離植皮片へ

の血行の再 開につ いて,術 後2～4日 に移植床 より

移植 片へ血管 が侵入 し, 5～8日 にはその数 を増 し,

 10日 には数 を減 じて血管は太 くな り整然 とし隣接組

織 と同様の所見 を示 した と述 べている.

大森(1958)62)は 植皮 術の完 全な成功 は,止 血,無

菌的操 作,植 皮片の完全な接着の三点 に帰す と述 べ,

茂木 ら(1977)45)は 遊離植皮片が生着す るための条件

として,植 皮片の厚 さ,植 皮 片に含 まれ る血管の数,

植皮床 の表面組織の性状 ・血 行,植 皮片 と植皮床 の

接着お よび細菌感染の存在が関係 する と述べてい る.

また塚本 ら(1965)9)は 植皮 片の口腔 内固定,移 植 部

位の止血状態,粘 膜欠損に対 す る植皮片 の大 きさお

よび植皮片 の厚 さが植 皮片 の生着 に重要 な意義 を有

す るといっている.

植 皮片の口腔内固定法について,渡 辺(1960)5)は

1.義歯床で圧抵固定する方法. 2.いわゆるMoskowiz-

Esser-WaldronのEpithelial Inlay法 . 3.義 歯

床縁 にモデ リング ・コンパ ウン ドを粘着 させ義歯 に

よ り圧抵固定 する方法 に大別 してい る.そ れ らに加

えて茂木 ら45)は,モ デ リング.コ ンパウン ドで固 定

する方法,口 腔 内外 か ら合成樹脂板をあて,植 皮片

を挾 むようにする方法,テ ラマ イ軟膏塗布 ほ ぐしガ

ーゼでtie-overを 行 う方法 な どがあると報 告 し て

いる.ま た植皮床 自体 およびその付近の運 動な らび

に他部位か らの運動 に伴 う干渉 によ り移植片 の安静
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つ ま り固着性 が失われ,こ れ らの防止 のため顎間固

定,床 副子,線 副子 ならびに包帯 あ るいはオ トガイ

帽の 使用 によ り好 結果 が 得 られ た と述 べ てい る.

しか し本実験 では実験動物の性質 上,顎 運動の制限

をす ることは,む しろ移植 片の安静 を阻害 すると考

え,特 別な固定法 は用 いず縫合のみ とした.固 定期

間 については, 5～7日29,33), 7～10日5,9,36,40,45,46),

 10～14日22)の期間の報告がみ られた.

渡辺5),河 合 ら(1974)34),小 川 ら(1975)38).茂 木

ら45)は,術後経鼻栄養管の設置 によって顎運動 の制

限を計 り,植 皮部 の安静 を保 ち,さ らに食物摂取 に

よる口腔内の不潔化 を避 け うる点で有意義 であった

と報告 してい る.ま たWiggins and Engel (1973)

29)は術後48時 間 だけ流動食 を与 えた と述べてい る
.

本実験では感染予 防の目的 で,術 後3日 間抗生物質

の筋注 を行い,顎 運動の制限,移 植 片の固定 は施 さ

なか った.

口腔内植皮 術における植皮片の厚 さは,表 皮植皮,

中間層植皮 お よび全層 植皮 が行 われている.平 川

(1970)63)は表皮移植 の利点 と して,生 着がよ く,感

染に も抵抗 が強 く,皮 弁採取部 に瘢 痕を残す ことも

少 ない.し か し欠点 として は,治 癒後局所 の外観が

美 しくな く,収 縮傾 向を示す ことであ る.そ して中

間層植皮の利点は,全 層植皮 よ りは るかに生着性が

高 く,表 皮移植 よ り移植部の外観 も自然的 であるが,

欠点 としては,採 取部 にや や瘢 痕 を残 す.ま た全層

植皮 の利点は,い ったん生着すればその外観 は他の

場合 よ りも美 しく機能的 に も優れてい る.し か し生

着性 は劣 り,ま た感染 に弱 く,採 取部位 には瘢痕が

残る欠点が あると述べて いる.

全層植皮 を成功 させ る秘訣 として平川63)は, 1.よ

い移 植床 の準備. 2.移 植 に あた って皮 弁 に正 常

状態 に近い緊張 をあたえる. 3.移 植片断端 と周囲

皮膚断端 とは,移 植片の ほ うをやや低 く合 わせ る.

 4.移 植片 に平等 に して適度の圧迫 をあたえる. 5.

術後5日 間は移植部の安静 をはか る. 6.抗 生物質

療法 を併用 して感染 を防止 す ることであると述 べて

いる.

河合 ら(1972) 22)は,生 理機能な どの諸点か らすれ

ば全層植皮が有利 であるが,口 腔内応用であるため

問題 とならず,感 染 に対す るコン トロール も問題な

い.全 層植皮 と中間層植皮 に差異 を認めず,ま た高

橋 ら(1975)40)は,頬 粘膜移植 による両側唇裂顎間骨

部 口腔前庭形成術5例 の うち3例 に全層粘膜移植,

 2例 に中間層粘膜移植 を行 った ところ,全 層粘膜移

植 ではほとん どあ と戻 りが認 め られ なか ったのに対

して,中 間層粘膜移植 ではあと戻 りが明 らかに認め

られ たと報告 している.上野(1943)3)は 口蓋粘 膜移植

で,厚 さは1㎜ 内外 が適 当であ り,余 り厚いのは結

果 は良 くない と述べ てお り,長 谷川 ら(1975)39)は

口蓋粘膜の全層移植 を行 ってい る.本 実験 では厚 め

の中間層頬粘膜,全 層歯肉粘膜移植 を行 った.現 在

口腔内への植皮片 の厚 さについては,表 皮層,中 間

層,全 層のいずれが最適で あるか未 だ確立 されて い

ない.茂 木 ら45)は,適応疾患,植 皮 部位 あるいは植

皮目的に応 じて,薄 めの中間層植皮,中 間層植皮,厚

めの中間層植皮 あるいは全層植皮 と使 い分 けてい る

と報告 してい るが,私 も同意見である.

植皮 を成功 させ る重要な問題のひ とつ に移植片 の

大 きさがある. 8.5×19.5cmの 大 きさの遊 離植皮術 の

成 功 した症 例 もみ られるが62)より引用,大森(1958)
62)は植皮すべ き部面 の広 さはあま り問題で なく

,む

しろ動 きやす いか否かが有茎,遊 離移植の どちらか

を決定す る動機 とな ると述 べている主 いずれに して

も移植片 の大 きさは,植 皮部 よ り大 きいことが原則

である9)

しか し,粘 膜移植 において採取 され る場所,大 き

さに制限がある52).頬粘膜 か ら採取 で きる移植片の大

きさは2.5×5.0㎝ までであ ると中村(1974)64)は 述べ

てい る.大 きさの制限を うける移植片の欠点を補 う

ため, Shepherdら(1973)30)は 頬粘膜 に, Maloney

ら(1974)36), Shepherd (1975)37)は口蓋粘膜 にそれ

ぞれ網 目をいれて引 き伸 ば したmesh graftを 行 っ

てい る.ま た久野 ら(1977)85)は 口腔前庭形成術 ある

いは口腔上顎洞瘻閉鎖術 において,凍 結 乾燥硬膜 の

使用経験 を発表 している. Umeda (1967)66)は 成犬

の頬粘膜 に大腿 内側 よ り1.7×1.7cmの 大 きさの皮膚

移植 を行 って いる.本 実験 では,成 犬の1方 の頬粘

膜に1.0×1.0cmの 大 きさの欠損 を作製 し,反 対側頬

粘膜 よ り同大の移植 を行い,ま た上顎第3切 歯歯頚

部に歯 肉,頬 粘膜移植 を行 った.

以上種々 なる点よ り検討 を加 えたが,口 腔粘膜欠

損部へ の口腔粘膜移植 は,こ れ らの諸条件 を理解 し

行 えば価値 ある手術 法であると考 える.

結 論

口腔粘膜への粘膜移植後 の血管像の変化 を成犬60

頭 を用 いて,そ の頬粘膜 および上顎第3切 歯歯頚部

歯肉 について,ク ロロパーチャ血管注入法によ り,

経 日的 に立体的形態的 な らびに病理組織学 的,さ ら
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に肉眼的に も観察 し次の結果 を得た.

1)血 管新生の立体 的形態的観察 によ り,頬 粘膜へ

の遊離頬粘膜移植後2日 目,移 植 床 より移植片への

血管新生 がみ られ, 4日 目には部分的に移植片1あ

た りまで伸展, 5日 目になると移植床血管 は太 さを

増し,一 部 で粘膜上皮にまで及ん でいた. 6日 目に

は血管は移植片の上皮の部分 でループ状 を呈 し, 14

日目,移 植片 に侵入 した血管 は整然 と走 行 していた

が,太 さは一様で なか った. 20日 目,移 植 片移植床

側 は移植床 と同様の血管像所見になった.

2)頬 粘膜採 取後4日 目,創 表層 には血管の伸展 が

み られ, 5日 目には創周囲 にも血管 が伸展 し, 7日

目になると創周囲の血管 は増加 し, 20日 目には創部

は縮小 して いた. 30日 目にな ると,創 部 はさらに縮

小 し,創 周囲 よ り血管 の分布が少 なかった.

3)歯 頚部歯肉への遊離歯肉移植後5日 目,移 植床

か らの血管が移植片 へ侵入 していたが,遊 離頬粘膜

移植 では侵入 していなかった. 10日 目には歯肉移植

では,血 管 が歯肉上皮 で長 いルー プを形成 し,歯 肉

付着 も整然 としていた.し か し頬粘膜移植では,短

い血管 が不規則に分布 し,歯 肉の退縮 がみ られた.

 20日 目になると歯 肉移植 では,血 管は整然 とし,長

い著明なループを形 成 し終枝 していた.一 方頬粘膜

移植 では,血 管網 は疎 で,ル ー プ形成 も不 自然で短

か った. 45日 目には歯 肉移植は正常像 と同様であ っ

たが,頬 粘膜移植 では血管網は密 とな り,蛇 行がみ

られた.頬 粘膜移植60日 目で も,既 存粘膜への移行

がやや不自然 であ った.

4)病 理組織学的観察 によ り,頬 粘膜への遊離頬粘

膜移植 では, 4日 目,筋 層間に結合織の増殖がみ ら

れ, 14日 目,大 部分 は再生上皮 で覆 われ, 20日 目,

上皮 突起 のほとん どみ られ ない上皮 の完全 な再生 が

み られた.頬 粘膜採 取の開放創部では, 5日 目,周

辺部に結合織の増殖 がみ られ, 14日 目,ま だ粘膜上

皮の脱落 がみ られ, 20日 目には薄 い再生上皮で覆 わ

れた。

5)歯 頚部歯肉への歯 肉移植後5日 目,浮 腫 は消失

したが,頬 粘膜移植 では部位によ り浮腫 は残 った.

 10日 目,歯 肉移植 では炎症が軽度 み られ たが,頬 粘

膜移植は炎症 が著明であった. 20日 目,歯 肉,頬 粘

膜移植 とも上皮で覆われ,歯 肉嚢 の形成 がみられた.

また歯肉移植 では炎症,浮 腫,充 血 はほとん どみ ら

れなか ったのに対 して,頬 粘膜移植 では血管の拡張

が あ り,炎 症 はまだ残 って いた.

6)頬 粘膜へ の頬粘膜移植後1日 目,肉 眼的に,浮

腫は軽度 とな り,移 植片 は白 くな り, 3日 目,浮 腫

は消失 し,粘 膜色 に回復 して,移 植床 に密着 してい

た. 6日 目には肉芽様組織 とな り, 14日 目,移 植床

との境界 は不明 な部分 もあ り, 20日 目表 面は平坦 と

な り,軽 度 の収縮が み られた.ま た頬粘膜採取後5

日目,創 部 は肉芽様組織で覆われ,浮 腫 も軽度残 り,

周囲組織 は発赤 して いたが,中 央部では淡黄色 とな

って いた. 9日 目,創 面 は白 く,浮 腫 は消失 し,表

面 はやや凹凸で瘢痕性の収縮がみ られた. 14日 目,

創面は白 く,収 縮 は強か ったが, 45日 目には,収 縮

は軽度 とな り,表 面 も平坦 とな った.

7)歯 頚部歯 肉へ の歯肉 ・頬粘 膜移植 では,移 植直

後,歯 肉移植 の方 が歯頚部付近 における止血 が早か

った. 5日 目,歯 肉移植 では創面 は比較的平坦 であ

り,歯 頚部への付着状態 も良好で あったが,頬 粘膜

移植 では易出血性 であ り,創 面 は凹凸著 じるしく,

歯頚部への付着状態 も一部不良で あった. 12日 目,

歯 肉移植で は周囲 と平坦 に連続 していたが,頬 粘膜

移植 では創面凹凸がみ られ,周 囲 とは明瞭に識別で

きた. 20日 目,歯 肉移植 では歯頚部 に一部不 自然 さ

は残 ったが良好であ り,頬 粘膜移植で は発赤,歯 肉

の退縮 がみ られた. 60日 目,歯 肉移植で は正常歯肉

とほぼ同様で あったが,頬 粘膜移植で は退縮 が一部

み られ,歯 肉の付着状態 も歯 肉移植 に比 し,や や劣

っていた.

8)頬 粘膜欠損部 を開放創 としてその まま放置 する

よ りは,反 対側頬粘 膜よ り遊離移植 を行 った方がそ

の治癒過程 にお いて優れていた.

9)歯 頚部歯肉への歯肉移植 が,頬 粘膜移植 よ りそ

の治癒過程 において優れ,ま た審美的 に も満足 した.

 10)以 上,肉 眼的所見,血 管像の変化,病 理組織学

的所見において,あ る程度の相 関関係 が認 め られた.

稿 を終 るに臨 み,終 始御懇篤な る御指導 な らびに

御校閲 を賜 った恩師西嶋克巳教授に衷心 よ り深謝致

します.ま た病理組織 について御指導 を賜った第二

病理学教室小川勝士教授 に深甚 なる謝意を表 し,あ

わせ て絶大な る御協力 を下 さった教室員各位 に感謝

の意 を表 します.

本論文の要旨は,昭 和49年11月第19回 日本口腔外科学

会総会,昭 和50年4月 第29回 日本口腔科学会総会,昭 和

50年9月 第20回日本口腔外科学会総会ならびに昭和52年

12月第25回IADR日 本部会総会において発表 した.
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写 真 説 明

I.実 験1

1)肉 眼的観察

写真1　 移植直後　 g:頬 粘膜移植部

〃2　 〃後1日 目

〃3　 〃2〃

〃4　 〃3〃

〃5　 〃6〃

〃6　 〃9〃

〃7　 〃14〃

〃8　 〃60〃

2)透 明標本 による観察(約3倍)

写真9　 移植後1日 目　D:移 植床部

G:移 植粘膜部

写真10　 移植後2日 目

〃11　 〃3〃

〃12　 〃4 〃

〃13　 〃5〃

〃14　 〃6〃

〃15　 〃9〃

〃16　 〃14〃

〃17　 〃20 〃

〃18　 〃30〃

〃19　 〃60〃

3)病 理組織学的観察(40倍)

写真20　 移植後1日 目　D:移 植床部

G:移 植粘 膜部

写真21　 移植後2日 目

〃22　 〃3 〃

〃23　 〃4 〃

〃24　 〃5 〃

〃25　 〃6 〃

〃26　 〃9 〃

〃27　 〃14 〃

〃28　 〃20 〃

〃29　 〃30 〃

〃30　 〃60 〃

II.実 験2

1)肉 眼的観察

写真31　 粘膜片採取後5日 目　H:頬 粘膜採取部

〃32　 〃9 〃

〃33　 〃14 〃

〃34　 〃45 〃

2)透 明標本 による観察(約,3倍)

写真35 粘膜 片採 取後1日 目 H:頬 粘膜採取部

〃36　 〃3 〃

〃37　 〃4 〃

〃38　 〃5 〃

〃39　 〃7 〃

〃40　 〃14 〃

〃41　 〃20 〃

〃42　 〃30 〃

3)病 理組織学的観察(40倍)

写真43　 粘膜片採取後1日 目　H:頬 粘膜採取部

〃44　 〃3 〃

〃45　 〃5 〃

〃46　 〃7 〃

〃47　 〃10 〃

〃48　 〃14 〃

〃49　 〃20 〃

〃50　 〃30 〃

〃51　 〃45 〃

III.実 験3

1)肉 眼的観察

写真52　a歯 肉移植直後　 A:歯 肉移植部

〃　 b頬 粘膜移植直後　 B:頬 粘膜移植部

写真53　a歯 肉移植後5日 目

〃　 b頬 粘膜移植後5日 目

写真54　a歯 肉移植後12日 目

〃　 b頬 粘膜移植後12日 目

写真55a　歯 肉移植後20日 目

〃　 b頬 粘膜移植後20日 目

写真56　a歯 肉移植後60日 目

〃　 b頬 粘膜移植後60日 目

2)透 明標本 によ る観察(約2倍)

写真57　a歯 肉移植後5日 目　A:歯 肉移植

G:移 植粘膜部　 R:移 植床 部

写真57　b頬 粘膜移植後5日 目　B:頬 粘膜移植

写真58　a歯 肉移植後10日 目

〃　 b頬 粘膜移植後10日 目

写真59　a歯 肉移植後20日 目

〃　 b頬 粘膜移植後20日 目

写真60　a歯 肉移植後45日 目

〃　 b頬 粘膜 移植後45日 目

写真61　a歯 肉移値後60日 目

〃　 b頬 粘膜移植後60日 目

3)病 理組織学的観察(40倍)
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写真62　a歯 肉移植後5日 目　A:歯 肉移植

G:移 植粘膜 部　 R:移 植床部

写真62　b頬 粘膜移植後5日 目　B:頬 粘膜移植

写真63　a歯 肉移植後10日 目

〃　 b頬 粘膜 移植後10日 目

写真64　a歯 肉移植後20日 目

〃　 b頬 粘膜 移植後20日 目

写真65　a歯 肉移植後45日 目

〃　 b頬 粘膜 移植後45日 目



62 岡 本 全 允

写 真1 写 真2

写 真3 写 真4

写 真5 写 真6



口腔粘膜への粘膜移植後の血管新生に関する実験的研究 63

写 真7写 真8

写 真9写 真10

写 真11写 真12



64 岡 本 全 允

写 真13写 真14

写 真15写 真16

写 真17写 真18



口腔粘膜への粘膜移植後の血管新生に関する実験的研究 65

写 真19写 真20

写 真21写 真22

写 真23写 真24



66 岡 本 全 允

写 真25写 真26

写 真27写 真28

写 真29写 真30



口腔粘膜への粘膜移植後の血管新生に関する実験的研究 67

写 真31写 真32

写 真33写 真34

写 真35写 真36



68 岡 本 全 允

写 真37写 真38

写 真39写 真40

写 真41写 真42



口腔粘膜への粘膜移植後の血管新生に関する実験的研究 69

写 真43写 真44

写 真45写 真46

写 真47写 真48



70 岡 本 全 允

写 真49写 真50

写 真51

写 真52a

写 真52b



口腔粘膜への粘膜移植後の血管新生に関する実験的研究 71

写 真53a写 真53b

写 真54a

写 真54b

写 真55a写 真55b



72 岡 本 全 允

写 真56a写 真56b

写 真57a写 真57b

写 真58a

写 真58b



口腔粘膜への粘膜移植後の血管新生に関する実験的研究 73

写 真59a写 真59b

写 真60a写 真60b

写 真61a写 真61b



74 岡 本 全 允

写 真62a写 真62b

写 真63a写 真63b



口腔粘 膜へ の粘膜移植後の血管新生 に関す る実験 的研究 75

写 真64a写 真64b

写 真65a写 真65b



76 岡 本 全 允

Experimental study on vascularization of oral mucosal graft 

after transplantation

Yoshimitsu OKAMOTO

Department of Oral Surgery, Okayama University Medical School

(Director: Prof. K. Nishijima)

Damage inflicted on the oral mucosa may result in the development of an unfavorable 

appearance, functional disturbances, or growth retardation in the buccal-oral cavity region. 

In an attempt to minimize such disturbances, transplantation of the free oral mucosa was 

investigated. Changes in the vascular picture were studied by the intravascular injection 

of chloropercha. Three-dimensional and morphological observations of blood vessels were 

supported by macroscopical and pathohistological studies.

The animals used were 60 adult dogs weighing about 4-8kg raised in similar conditions. 

The left and right buccal mucosal flaps and the left and right maxillary third incisors served as 

the material. Intravenous anesthesia was used. In Exp. 1: a 1.0•~1.0cm piece was taken from 

the left buccal mucosa. A mucosal graft of the same size was obtained from the right buccal 

mucosa (used for the free buccal mucosa transplantation). In Exp. 2: the right buccal mucosa 

from which the mucosal flap had been taken was left as an open wound. In Exp. 3: a gingival 

section (1.0•~1.0cm) was taken from both sides of the maxillary gingiva at the level of the 

third maxillary incisors. A free buccal gingival graft was prepared from the left side and trans

planted to the open wound on the right. The free buccal gingival graft from the right side was 

transplanted to the open wound on the left.

1) In the free buccal mucosal transplantation to the buccal mucosa, slight intrusion of 

blood vessels into the transplant was obvious 2 days after transplantation. By the fifth day 

many blood vessels had developed, by the sixth day these blood vessels formed a loop in the 

epithelial region, by the fourteenth day the arrangement of blood vessels had become well 

arrayed, and by the twentieth day blood vessels gave the same appearance as vessels in the 

transplantation bed.

2) Transplantation of the free mucosa on to the buccal mucosa of the opposite side 

gives better healing than leaving the damaged buccal mucosa as an open wound.

3) With transplantation of free gingiva to the gingiva of tooth neck, blood vessels had 

partially advanced into the transplant by the fifth post-operative day. By the tenth day, loop 

formation of vessels on the gingival epithelium together with gingival adhesion were well ar

ranged. By the fortyfifth day, blood vessels in the transplant presented a similar picture to the 

normal.

4) Gingival transplantation to gingiva of the tooth neck gave better healing than buccal 

mucosal transplantation. Moreover, the appearance after operation was more satisfying
.

5) The pathohistological findings for this vascular picture agreed in general with the macro

scopic appearance.


